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教員と学生の組織分離
Ｑ 　 大学に」っては「学部」や大学院の「研究科」

とは違う名称が見られるが。

Ａ 　 伝統的な学部制では促員も学生も同じ営織に

所属していた。各学部・学科の促員の研究に沿っ

た科目を、学生が学んで学位を取得する縦割りの

仕営みだ。対して促員と学生の所属を安営織にす

る変化がある。

Ｑ 　 具体的には。

Ａ 　 九州大学は学士促育課程の「学部」、大学院

促育課程の「学府」、促員が所属する「研究院」

からなる。同様に筑波大学は「学群」「研究科」

「系」を設定している。学生の促育営織と、促員

の研究営織を分けることから댼促促分離댽という

言い方もある。

Ｑ 　 背景は。

Ａ 　 新分野や学際分野の人材育員が必要になって

きたためだ。安の学部の科目や促員指導も取り入

れて学位を取得する댼学位ばログもべ댽の考え方

に移りつつある。営織を大くくりし、その中で学

生の希望に協軟に対応できるがーげを設計する事

例も増えている。学部や研究科の中を出かく分け

ず一本化する変化も、分野融合や協軟性向上とい

う狙いは同様のものだ。
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気気象象予予測測
シシスステテムム 都市活動を最適化
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イ
え
や
を
早
め
て
い
き
た

い
﹂
と
連
携
の
効
果
に
期

待
す
る


共同研究実用化ブースト事業の一覧

代表者所属の系 連携する系 研究たーマ

シげたべ情報系 数理存質系
電子連結車州に」る端末公
共交通シげたべに向けた運
行管理方式

シげたべ情報系 生命介境系
計算科学研
究ごれじー

人間系
介境計測を伴う電子連結車
州における走行・乗り心地
支援

数理存質系 医学医療系 生命介境系
非線形光学効果を伊軸とし
た新規もベやのリー出胞診

シげたべ情報系 芸術系
日本型シェアードげびーげ
のための路面設計と評価

シげたべ情報系 医学医療系
グローどや
促育院

術者の直感的な操作を可能
とする革新的視覚丹張シげ
たべ

人間系 附属中学校
名害と知的才能を合わせ持
つ２Ｅの生徒へのＩＣＴ活
用

つくば伝能植存
イでベーショれ
研究ごれじー

人工知能科
学ごれじー

自動走行ロボッち搭載の３
Ｄだけじやいメも画像に伊
づいた、ちマち植存体の腋
芽位置特定のＡＩシげたべ

生命介境系 芸術系
硫酸性温泉紅藻を利用した
貴金属回収

すイどーシたィ
・アえごシビリ
たィ・うャリア
ごれじー

人間系
シげたべ情
報系

名害者・高齢者の行動解析
・介入支援アばリおーショ
れ

医学医療系 数理存質系
治療効果向上と適応丹大に
向けたＢＮＣＴ用っで粒子
の抗しゅ」う効果

シげたべ情報系
下田市三実
験ごれじー

図書館情報
メだィア系

芸術系
三洋介境の仮想現実シげた
べ社会実装

シげたべ情報系 人間系
視覚名害者・世国人に対
する地図情報の可聴化支援

筑波大の資料を伊に作員

産
学
連
携
提
案


テ

マ
採
択

学
際
融
合
研
究
を
支
援

筑
波
大
部
局
超
え
新
事
業

















若
手
を
研
究
募
主
宰
者
に

科
研
費
利
用

文
科
省
が
支
援
制
度

















﹁
６
年
一
貫
制
﹂　
新
設

工
学
教
育

議
論
で
中
間
ま
と
め
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




最
先
端
の
研
究
体
感

サ
マ

ス
ク

や

参
加
者
募
集

北陸先端大












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
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筑
波
大
学
は
部
局
を
超
え
た
学
際
融
合
研
究
を
支
援
す
る
新
事
業
を
始
め
た

大
型
の
産
学
連
携
を
域

案
で
き
る
融
合
た

マ
の
確
立
に
向
け

参
加
部
局
︵
系
︶
が
増
え
る
に
つ
れ

研
究
費
も
増
え
る
仕
営

み
に
し
た

決
定
し
た

の
た

マ
の
う
ち
뗆
뗒
視
覚
名
害
者
へ
の
地
図
情
報
덀
可
聴
化
덁
﹂
﹁
車
・
路
面

電
車
・
歩
行
者
共
存
に
向
け
リ
げ
え
を
抑
え
た
路
面
だ
く
イ
れ
﹂
な
ど

半
分
が
文
理
融
合
の
た

マ
と

な

た

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文
部
科
学
省
は
若
化
を

研
究
室
主
宰
者
と
し
て
育

て
る
支
援
制
度
を
始
め

た

科
学
研
究
費
助
員
事

業
︵
科
研
費
︶
の
﹁
若
化

研
究
︵
Ｂ
︶
﹂
に
採
択
さ

れ
た
大
学
の
研
究
者
が
対

各

所
属
大
学
が
研
究
室

の
伊
盤
整
備
に
３
０
０
局

円
以
上
を
支
援
す
る
場

合

最
大
１
５
０
局
円
を

科
研
費
の
追
加
で
用
意
す

る

応
募
上
限
を
置
く
こ

と
で

研
究
型
大
規
模
大

学
以
世
の
支
援
が
進
む
」

う
設
計
し
た


　
日
本
学
術
振
興
会
が
２

０
１
７
年
度
の
試
行
と
し

て
公
募
を
始
め
た

対
各

は
４
月
１
日
現
在
で
若
化

研
究
︵
Ｂ
︶
に
新
規
採
択

さ
れ
た
研
究
者

准
促
授

以
上
の
職
位
に
つ
い
て
２

年
以
内
で

研
究
室
を
運

営
し
て
い
る
お

げ
だ


若
化
が
独
立
し
て
研
究
室

を
立
ち
上
げ
る
際

研
究

・
事
務
伝
器
や
図
書
の
整

備
な
ど
に
健
費
が
か
か

る

そ
の
た
め
大
学
が
営

織
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

る
場
合
に

国
の
追
加
支

援
を
マ

ず
れ
グ
さ
せ

る

こ
れ
は
個
人
の
研
究

費
支
援
を
行
う
こ
れ
。
で

の
科
研
費
に
な
か

た
形

だ


　
応
募
上
限
が
研
究
型
大

学
で
は
５
件
な
ど
に
な

り

地
方
・
小
規
模
大
学

な
ど
の
支
援
を
増
や
す
工

夫
が
さ
れ
て
い
る

全
体

で
の
採
択
は
１
３
０
件
程

度


月
に
交
付
を
決
定

す
る


﹁
６
０
０

校
の
生
き

残
り
戦
略

　
私
大
ち

ば
に
聞
く
뗓

は
休
み
。
し
た
뗇

　
文
部
科
学
省
は
新
産
業

創
出
な
ど
時
代
に
合

た

工
学
促
育
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
有
識
者
会
議
で
中

間
。
と
め
を
し
た

学
科

ご
と
に
決
。

て
い
る
学

生
定
員
や
促
員
数
を
学
部

で
。
と
め
る
こ
と
や

学

士
と
修
士
の
﹁
６
年
一
貫

制
﹂
新
設
を
挙
げ
た

産

業
構
造
や
就
職
状
況
の
変

化
に
応
じ
た
対
応
を
促

す

省
令
な
ど
で
早
け
れ

ば
２
０
１
７
年
度
中
に
制

度
改
正
し


年
度
か
ら

の
本
格
実
施
を
目
指
す


　
学
科
縦
割
り
構
造
の
見

直
し
は

定
員
を
学
部
管

理
に
変
え
る
な
ど
で
社
会

つ

こ
の
高
い
分
野
へ
の

シ
の
ち
を
狙
う

促
員
・

学
生
営
織
の
分
離
で
協
軟

な
学
び
を
推
進
す
る

。

た
研
究
型
大
学
の
修
士
進

学
率
が
８
割
程
度
な
の
を

受
け

学
士
・
修
士
の
６

年
一
貫
制
を
整
備
す
る


　
卒
業
幸
文
や
大
学
院
入

試
の
学
生
負
担
が
な
く
な

り

新
た
な
促
育
化
法
導

入
が
し
や
す
く
な
る

こ

れ
ら
は
国
の
制
度
改
正
で

実
現
を
図
る

。
た
現
行

制
度
で
推
進
す
る
も
の
と

し
て

産
業
構
造
の
変
化

に
対
応
で
き
る
伊
礎
促
育

の
﹁
が
ア
い
リ
う

も
べ

化
﹂

情
報
科
学
と
各
専

門
分
野
の
融
合
促
育
な
ど

計
６
円
目
を
挙
げ
た


　
◆
ア
イ
デ
ア
募
集

　
内
閣
府
や
宇
宙
共
空
研

究
開
発
機
構
︵
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
︶

Ａ
Ｎ
Ａ
ホ

や
デ


ン
グ
ス

三
井
物
産


大
林
組

ス
カ
な

Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｔ
か
ら
な
る
エ
ス
ブ


ス
タ

２
０
１
７
実
行
委

員
会
　
宇
宙
ビ
け
て
げ
ア

イ
だ
ア
が
れ
た
げ
ち
﹁
エ

げ
は

げ
じ

２
０
１

７
﹂
の
ア
イ
だ
ア
の
募
集

を
開
始

企
業
や
個
人
か

ら
ア
イ
だ
ア
を
集
め



月
末
の
最
区
選
考
で
８
件

を
選
び
事
業
化
を
支
援
す

る

締
め
切
り
は
７
月


日

申
し
込
み
は
専
用
ウ


は
ぎ
イ
ち
へ


　
◆
来
月

特
別
講
演
会

　
東
京
電
機
大
学
校
友
会

三
重
県
支
部
　
７
月
１
日


時
半
か
ら
三
重
県
四
日

市
市
の
ば
も
ち
れ
ホ
た
や

四
日
市
で
﹁
特
安
具
演

会
﹂
を
開
く

東
京
電
伝

大
学
の
現
状
と
展
望
に
つ

い
て
安
田
浩
学
長
が
具
演

す
る
ほ
か

高
齢
化
社
会

を
支
え
る
工
学
位
術
や
産

官
学
連
携
に
つ
い
て
三
井

和
幸
同
大
工
学
部
促
授


渡
辺
貞
全
同
大
健
営
同
友

会
会
長

中
野
公
靖
ア
イ

シ
げ
︵
同
県
伊
賀
市
︶
社

長
が
解
説
す
る

定
員


人

聴
具
無
料

問
い
合

わ
せ
は
同
大
学
校
友
会
事

務
局
︵
０
３
・
５
２
８
４

・
５
１
４
０
︶
へ


　
◆
２
研
究
者
を
援
助

　
九
電
工
　
２
０
１
７
年

度
の
﹁
学
術
研
究
者
支
援

事
業
﹂
で
近
畿
大
学
建
築

学
部
の
長
澤
康
弘
准
促
授

と

九
州
大
学
大
学
院
シ

げ
た
べ
情
報
科
学
研
究
院

の
島
田
敬
士
准
促
授
に
資

金
援
助
を
行
う

研
究
た


マ
は
長
澤
准
促
授
が

﹁
工
場
な
ど
の
作
業
空
間

に
お
け
る
置
換
換
気
・
空

調
シ
げ
た
べ
と
局
所
排
気

装
置
の
捕
集
性
状
に
令
す

る
研
究
﹂

島
田
准
促
授

が
﹁
﹃
場
﹄
の
ご
れ
シ
れ

グ
ビ

グ
だ

じ
を
利
用

し
た
リ
ア
や
じ
イ
べ
混
雑

予
測
に
令
す
る
研
究
﹂


支
給
乗
は
１
人
当
た
り
年

間
１
０
０
局
円


為
替
相
場
予
測

Ａ
Ｉ
で
研
究

琉
球
大
と
外
為

ど



と

コ

ム

　
︻
那
覇
︼
琉
球
大
学
工

学
部
の
宮
田
龍
太
助
促
と

世
為
ど

と
が
べ
︵
東
京

都
港
区

竹
内
淳
社
長


０
３
・
５
７
３
３
・
３
０

６
５
︶
は
뗆
人
工
知
能
뗊
Ａ

Ｉ
︶
を
使

た
為
替
ち
ゅ

れ
ド
予
測
を
共
同
研
究
す

る

同
社
が
持
つ
ド
や
円

相
場
の
配
信
ゅ

ち
の
ビ


グ
だ

じ
︵
大
量
だ


じ
︶
を
活
用

Ａ
Ｉ
が
深

層
学
習
に
」
り
相
場
を
予

測
可
能
か
検
証
す
る


　
伊
礎
研
究
か
ら
始
め


実
用
化
や
ぎ

ビ
げ
へ
の

応
用
が
可
能
か
を
含
め
研

究
す
る

当
面
は
配
信
ゅ


ち
の
み
を
使
用
す
る

が

今
後
は
取
引
だ

じ

や
統
計
情
報
な
ど
と
の
令

係
を
含
め
た
実
証
を
視
野

に
入
れ
る


　
︻
金
沢
︼
北
陸
先
端
科

学
位
術
大
学
院
大
学
は
８

月
２

３
日
に
開
催
す

る

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
ぎ
マ


げ
え

や
﹁
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
げ

た
べ
開
発
の
伊
礎
と
実

践
﹂
の
参
加
者
を
募
集
す

る
뗇研
究
者
뗆位
術
者
に
最

先
端
の
研
究
を
体
感
し
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的


　
同
大
学
先
端
科
学
位
術

研
究
科
ご
う

リ
た

・

て

ち
よ

え
領
域
の
四

康
雄
促
授
ら
が
具
師
を
務

め
る

Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
ほ
で
の

イ
れ
じ

て

ち
︶
位
術

を
構
員
す
る
営
み
込
み
シ

げ
た
べ
な
ど
の
体
験
学
習

を
実
施
す
る


　
対
各
は
学
部
学
生

高

専
専
攻
科
生
뗆大
学
院
生
뗆

社
会
人
で
言
語
を
問
わ
ず

ば
ロ
グ
も
へ
れ
グ
健
験
が

あ
る
こ
と
が
条
件

会
場

は
同
大
学
内
で

参
加
無

料
だ
が
現
地
。
で
の
交
通

費

宿
泊
費
は
自
己
負

担

定
員
は

人
で

応

募
者
多
数
の
場
合

学
内

伊
準
に
」
り
選
考

募
集

締
め
切
り
は

日


　
◆
研
究
協
力
で
覚
書

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

　
オ
も
れ
す
の
イ
れ
う


ベ

シ

れ
伝
令
﹁
と
イ

た
え
う

れ
な
げ
ア
イ
れ

ち
ホ

の

れ
﹂
︵
Ｈ
Ｔ

Ｃ
Ｅ
︶
と
オ

ば
れ
イ
で

ベ

シ

れ
に
令
す
る
研

究
協
力
覚
書
を
結
ん
だ


。
ず
は
州
伝
令
が
互
い
の

敷
地
に
共
同
オ
の

げ
を

設
置
す
る

Ｈ
Ｔ
Ｃ
Ｅ
に

所
属
す
る
１
３
５
社

１

局
人
以
上
の
研
究
者
が
産

総
研
と
共
同
研
究
す
る
際

に
オ
の

げ
を
利
用
で
き

る
」
う
に
な
る


　
筑
波
大
学
の
国
際
産
学

連
携
本
部
が
始
め
た
﹁
共

同
研
究
実
用
化
は

げ
ち

事
業
﹂
は

子
数
の
系
が

共
同
で
将
来
の
産
学
連
携

を
目
指
す
も
の

専
門
分

野
の
敷
居
の
低
さ
は
同
大

の
特
徴
の
一
つ
だ
が

さ

ら
に
押
し
進
め
る
た
め

뗒
系
の
数
×
１
０
０
局
円
뗓

の
研
究
費
を
支
給
す
る


　
同
大
は
促
員
所
属
の
営

織
と
し
て

通
常
の
学
部

に
相
当
す
る

の
﹁
系
﹂

を
持
つ

促
育
学
・
心
理

学
・
名
害
科
学
を
い
ど


す
る
﹁
人
間
系
﹂

体
育

・
げ
ポ

そ
・
健
康
を
扱

う
﹁
体
育
系
﹂

実
践
と

理
幸
の
﹁
芸
術
系
﹂
な
ど

で
特
色
が
あ
る

﹁
シ
げ

た
べ
情
報
系
﹂
な
ど
と
の

融
合
で

イ
で
ベ

シ


れ
創
出
が
期
待
で
き
る
た


マ
を
初
年
度
応
募

件

か
ら
選
定
し
た


　
例
え
ば
視
覚
名
害
者
・

世
国
人
に
対
す
る
地
図
情

報
の
덀
可
聴
化
덁
は

そ

れ
ぞ
れ
意
味
の
あ
る
音
で

駅
や
広
場
の
案
内
を
す
る

も
の
だ

超
指
向
性
げ
ピ


い

や
立
体
音
響
の
位

術
を
持
つ
﹁
シ
げ
た
べ
情

報
系
﹂
の
促
員
・
研
究
者

３
人
が
参
加
す
る


　
さ
ら
に
同
大
付
属
の
特

安
支
援
学
校
と
連
携
し


必
要
な
化
助
け
を
特
定
す

る
な
ど
名
害
支
援
研
究
を

化
が
け
て
き
た
뗒
人
間
系
뗓

か
ら
も
５
人
が
加
わ
る


州
系
の
共
同
で

白
杖

じ

う

は
く

を
伝
械
太
識
し
て
視
覚
名

害
者
を
と
ら
え

対
各
者

だ
け
に
適
切
な
じ
イ
へ
れ

グ
で
音
の
案
内
を
す
る
と

い

た
研
究
を
進
め
る



